漢字仮名交じりの書における「くりかえし符号（おどり字）」の使用法の研究 : 現代での伝統をふまえた用法の提言 by 廣瀨 裕之 & Hirose Hiroyuki











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 Research on the U
sage of "Repetitive Code ( O
dori-ji)"
            in the K
anji-kana M
ixed Calligraphy ( Sho) :
            A
 Proposal of U


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































    　
々
（
ま
す
〳
〵
）
　
　
　
（
10
）「
多
　々
々
」
　
［
備
考
］「　
」は「
二
」の
草
書
體
か
ら
轉
化
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
　
　
　
　
そ
れ
を
小
さ
く
し
て
右
に
片
寄
せ
た
の
が　
ち
「
〻
」
で
あ
る
。
　
［
附
記
］
例
３
４
５
６
７
８
９
の
類
の
語
は
、
な
る
べ
く
か
な
で
書
く
　
　
　
　
方
が
よ
い
。
　
末
尾
の
備
考
の
事
柄
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
。
　
三
と
四
は
、
漢
字
の
場
合
と
仮
名
の
場
合
の
く
り
か
え
し
符
号
の
特
殊
な
誤
り
や
す
い
用
法
用
い
方
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。（
10
）
の
「
多
　々
々
」
は
、
「
た
た
ま
す
ま
す
」
と
読
み
、「
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
よ
く
～
」
と
い
う
意
味
と
し
て
用
い
る
。
　
五
で
は
、同
の
字
点
と
二
の
字
点
の
用
法
と
使
分
け
の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
仮
名
書
き
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。書
道
作
品
で
は
、（
10
）「
多
　々
々
」
を
書
く
こ
と
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
毛
筆
で
書
く
場
合
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
　
（
５
）
ノ
ノ
點　
　
〃　
　
一
、「
〃
」
は
、
簿
記
に
も
文
章
に
も
用
ひ
る
（
例
１
２
）。
　
［
備
考
］「
〃
」
は
外
國
で
用
ひ
ら
れ
る
「
”
」
か
ら
轉
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
　
そ
の
意
味
は
イ
タ
リ
ア
語
のD
itto　
 
ち
「
同
上
」
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
　
な
お
國
に
よ
つ
て
「
“
」
の
形
を
用
ひ
る
。
　
（
１
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
案
を
可
と
す
る
も
の　
一
二
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乙
案　
〃　
　
　
　
　
　
三
一
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丙
案　
〃　
　
　
　
　
　
二
六
五
ノ
ノ
点
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
。
数
字
や
語
句
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
た
ノ
ノ
点
に
関
し
て
は
、
手
書
き
の
書
類
で
は
用
い
ら
れ
る
が
、
今
日
の
毛
筆
の
作
品
中
で
は
ほ
と
ん
ど
例
を
見
な
い
。
く
り
か
え
し
符
号
（
お
ど
り
字
）
は
、
次
の
五
種
七
つ
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
（
１
）
一
つ
点　
・
・
・　
　
　ゝ
、
（
２
）
く
の
字
点
・
・
・　
　
〳
　〵
（
３
）
同
の
字
点
・
・
・　
　
々
（
４
）
二
の
字
点
・
・
・　
　
〻
（
５
）
ノ
ノ
点　
・
・
・　
　
〃
　
現
在
で
は
、（
４
）
の
活
字
は
ほ
と
ん
ど
用
い
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
手
書
き
、
特
に
毛
筆
の
筆
写
の
字
形
と
し
て
は
、（
３
）
同
の
字
点
を
筆
写
す
る
場
合
、（
４
）
と
同
じ
字
形
で
書
く
慣
習
が
残
っ
て
い
る
。
圓 備考月 日
1
12
〃
〃
〃
〃 〃
〃
〃
25
26
10
25
12
10
15
10
00
00
35
00
00
00
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漢字仮名交じりの書における「くりかえし符号（おどり字）」の使用法の研究（廣瀬）
現
代
の
パ
ソ
コ
ン
内
の
活
字
（W
ord
）
で
は
「
〻
」
の
形
が
出
て
く
る
が
、
昔
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
の
収
筆
部
に
左
下
へ
向
か
う
筆
脈
の
あ
ら
わ
れ
の
よ
う
な
短
い
「
は
ね
」
が
つ
い
た
も
の
は
作
字
し
な
い
と
無
い
よ
う
で
あ
る
。
「
く
の
字
点
」
の
筆
写
体
の
種
類
と
変
遷
　
こ
こ
で
「
く
の
字
点
」
の
筆
書
き
に
よ
る
字
形
の
種
類
を
見
て
い
き
た
い
。
　
先
項
で
、『
元
永
本
古
今
集
』
中
の
「
〻
」「
〻
〳
〵
」
の
字
例
を
示
し
た
が
、
本
項
で
は
そ
の
他
の
古
筆
等
か
ら
の
字
例
を
ま
と
め
て
み
た
。「
く
の
字
点
（
〳
〵
）」
は
、
大
き
く
次
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
で
き
る
。
　
A
パ
タ
ー
ン
・
・
・
繰
り
返
す
文
字
の
右
側
に
「
〻
（
ゝ
）」
を
打
っ
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
そ
の
繰
り
返
す
語
の
下
に
「
〻
（
点
ま
た
は
短
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
線
）」
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
B
パ
タ
ー
ン
・
・
・
繰
り
返
す
語
の
下
に
二
つ
も
し
く
は
三
つ
の
点
状
の
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
C
パ
タ
ー
ン
・
・
・
完
全
に
大
き
な
「
く
の
字
」
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
生
的
に
は
、
A
パ
タ
ー
ン
か
ら
、
B
の
グ
ル
ー
プ
と
C
の
グ
ル
ー
プ
が
新
た
に
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
「
く
の
字
点
」
の
正
し
い
書
き
方
　
く
の
字
点
の
伝
統
的
な
書
き
方
を
ま
と
め
た
も
の
が
右
ペ
ー
ジ
の
表
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
を
揮
毫
す
る
時
、
こ
こ
に
示
し
た
も
の
は
ど
れ
を
書
い
て
も
正
し
い
の
で
あ
る
が
、
現
代
的
な
書
風
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
場
合
、
パ
タ
ー
ン
B
を
用
い
て
い
る
人
が
多
い
。
な
か
で
も
パ
タ
ー
ン
B
を
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
「
﹅
」
ま
た
は
、「
﹅
﹅
」
と
同
じ
形
の
点
で
書
い
て
い
る
人
が
実
に
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
表
の
中
で
は
、
一
見
、
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
の
中
の
用
例
と
似
て
い
る
（
実
は
、⑨
は
「
〻
〳
〵
」
の
省
略
形
）
が
、
本
稿
冒
頭
で
も
記
し
た
が
、
こ
れ
を
「
﹅
﹅
」
と
揮
毫
し
て
果
た
し
て
正
し
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
私
は
似
て
い
る
だ
け
で
真
に
正
し
い
と
は
言
え
な
い
と
考
え
る
。
　
毛
筆
で
「
い
ろ
﹅
」
と
揮
毫
さ
れ
た
も
の
の
場
合
、慣
習
で
「
い
ろ
い
ろ
」
と
な
に
げ
な
く
読
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
が
、
実
は
こ
れ
を
再
び
活
字
に
直
し
て
表
記
し
て
み
る
と
「
い
ろ
ゝ
ゝ
」
で
あ
り
、
読
み
は
「
い
ろ
ろ
ろ
」
と
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
で
は
ど
の
よ
う
に
揮
毫
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
と
一
画
目
の
点
を
「
﹅
」
で
は
な
く
、「
右
上
か
ら
左
下
の
方
向
に
向
け
て
書
か
れ
た
点
も
し
く
は
短
い
線
も
し
く
は
左
下
の
方
向
へ
向
か
う
『
は
ね
』
が
あ
る
」
な
ら
ば
正
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
大
き
な
く
の
字
（
く
の
字
点
）」
の
起
筆
と
収
筆
の
部
分
の
み
を
表
し
た
（
記
し
た
）
点
や
棒
状
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
う
少
し
説
明
を
つ
け
加
え
る
と
こ
れ
は
両
方
と
も
が
点
で
は
な
く
、
下
部
の
点
の
よ
う
な
も
の
は
、
左
上
か
ら
右
下
の
方
へ
向
け
て
記
さ
れ
た
「
棒
状
の
点
も
し
く
は
短
い
線
）」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
記
す
点
状
の
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
に
点
画
の
向
き
（
方
向
）
と
筆
脈
の
あ
ら
わ
れ
が
大
切
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
っ
た
。
お
ど
り
字
は
横
書
き
の
書
に
も
使
用
で
き
る
か
　
お
ど
り
字
が
で
き
た
の
は
縦
書
き
主
流
の
時
代
で
あ
り
、
盛
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
た
当
時
、
お
ど
り
字
は
横
書
き
に
は
使
用
し
な
い
と
記
述
さ
れ
た
文
献
を
見
つ
け
た
。
確
か
に
「
く
の
字
点
」
は
、縦
に
二
字
分
の
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
な
、
い
わ
ゆ
る
縦
書
き
専
用
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
横
書
き
に
は
適
さ
な
い
形
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を
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
人
々
」
の
よ
う
な
「
同
の
字
点
」
は
現
在
で
も
、
横
書
き
に
も
使
用
し
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
今
回
引
用
し
た
文
部
省
編
纂
の
こ
の
冊
子
に
は
横
書
き
の
文
章
の
場
合
に
つ
い
て
の
記
載
が
何
も
な
い
。
あ
え
て
こ
の
件
に
つ
い
て
触
れ
な
か
っ
た
の
は
、
横
書
き
に
用
い
な
い
の
が
当
然
と
い
う
前
提
の
も
と
に
記
さ
れ
た
の
か
、
横
書
き
使
用
は
今
後
、
世
の
中
が
変
わ
り
、
横
書
き
の
時
の
使
用
も
あ
り
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
判
断
の
も
と
か
不
詳
で
あ
る
。「
人
々
」
の
よ
う
な
お
ど
り
字
の
一
つ
「
同
の
字
点
」
は
現
在
で
も
、
横
書
き
に
も
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
私
と
し
て
は
後
者
を
採
り
た
い
。　
　
今
日
の
日
常
文
書
は
ほ
と
ん
ど
が
横
書
き
と
な
っ
た
。
書
道
作
品
は
縦
書
き
の
も
の
が
断
然
多
い
中
で
、
横
書
き
の
書
作
品
も
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
場
合
は
増
え
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
お
ど
り
字
の
存
在
は
あ
ま
り
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
近
年
、
す
ば
ら
し
い
詩
の
数
々
が
発
掘
さ
れ
一
躍
有
名
に
な
っ
た
詩
人
「
金
子
み
す
ゞ
」
の
影
響
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
考
え
る
。
高
校
生
や
大
学
生
の
間
で
も
金
子
み
す
ゞ
の
詩
の
フ
ア
ン
が
多
く
、
大
学
の
授
業
に
お
い
て
学
生
に
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
題
材
を
自
由
に
選
択
さ
せ
た
場
合
、
大
部
分
が
彼
女
の
詩
文
を
選
ん
で
き
た
年
が
あ
り
、
そ
の
傾
向
は
現
在
で
も
続
い
て
い
る
。
詩
文
を
書
に
し
た
場
合
、
必
ず
作
品
末
尾
に
落
款
と
し
て
「
み
す
ゞ
詩　
〇
〇
か
く
」
な
ど
の
よ
う
に
書
き
入
れ
る
。
こ
の
時
に
お
ど
り
字
の
存
在
に
気
づ
き
、
詩
文
本
文
の
な
か
で
も
応
用
し
て
使
用
し
て
み
よ
う
と
い
う
機
運
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
　
近
年
で
は
、
若
い
世
代
で
横
書
き
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
作
品
を
書
く
者
が
増
え
て
き
た
。
伝
統
的
な
縦
書
き
の
書
に
対
し
て
ま
だ
ま
だ
研
究
が
足
り
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
あ
と
二
百
年
、
三
百
年
と
た
て
ば
、
将
来
き
っ
と
横
書
き
書
道
の
古
典
作
品
も
生
ま
れ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
お
ど
り
字
に
つ
い
て
知
る
と
、
縦
書
き
の
書
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
横
書
き
の
書
作
品
の
中
に
も
使
え
る
お
ど
り
字
は
、
躊
躇
な
く
使
用
し
て
い
る
学
生
を
み
か
け
る
。
具
体
的
に
は
「
　々
ゝ
」
だ
が
、私
は
、「
み
す
ゞ
効
果
」
と
呼
び
、
あ
え
て
否
定
は
せ
ず
奨
励
し
て
い
る
。
ま
と
め
　
く
り
返
し
符
号
は
、
古
く
は
中
国
の
青
銅
器
に
刻
さ
れ
た
金
文
の
銘
文
中
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
、
漢
字
と
と
も
に
日
本
に
も
伝
わ
り
、
仮
名
の
発
生
と
と
も
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
、
お
ど
り
字
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
き
た
。
お
ど
り
字
は
ま
さ
に
日
本
に
お
け
る
古
来
か
ら
の
伝
統
文
化
の
ひ
と
つ
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
世
の
中
の
推
移
と
と
も
に
こ
の
習
慣
は
現
代
の
日
常
筆
記
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
が
消
滅
し
か
け
て
い
る
。
せ
め
て
書
道
作
品
中
に
調
和
を
図
れ
る
も
の
は
復
活
さ
せ
て
、
た
だ
復
活
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
正
し
い
用
法
と
書
き
方
を
学
び
、
そ
の
上
で
文
化
の
継
承
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
と
考
え
る
。
参
考
文
献
・
文
部
省
敎
科
書
局
調
査
課
國
語
調
査
室
『
く
り
か
へ
し
符
號
の
使
ひ
方
［
を
ど
り
字
法
］
　
　
（
案
）』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
21
年
3
月　
文
部
省
・
全
國
新
制
高
等
學
校
長
協
会
農
業
部
会
編
『
当
用
漢
字
と
現
代
か
な
づ
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